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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン／スレオニンタンパク質ホスファターゼのPPMファミリーのメンバーをコードします。コードされるタンパク質は核に局在し、セリン／スレオニンタンパク質キナーゼPAK1、5'-AMP活性化タンパク質キナーゼ（AMPK）、および多機能性カルシウム／カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼを含む複数の基質を脱リン酸化および不活性化します。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2012年5月],触媒活性：リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸。,補因子：サブユニットあたり2個のマグネシウムまたはマンガンイオンを結合する。,機能：CAMK4やCAMK2などの多機能性CaMキナーゼを不活性化するタンパク質ホスファターゼ（類似性による）。PAKを脱リン酸化および不活性化します。アクチン線維のストレス分解阻害およびTNK2/CDC42による形態変化に関与する可能性がある。,類似性：PP2Cファミリーに属する。,類似性：PP2C類似ドメインを1つ含む。,細胞内局在：C末端が欠損した短縮型（メジャーフォーム）は主に細胞質に存在し、核内にも少量存在する。全長のマイナーフォームは核内に存在する。,サブユニット：ヘテロ三量体。PAX1およびARHGEF6（またはARHGEF7）と相互作用する。,
	研究分野
	細胞骨格/ECM; 細胞骨格; 微小フィラメント; アクチンなど; アクチン; シグナル伝達; タンパク質リン酸化; Ser/Thr ホスファターゼ; 細胞生物学; 細胞周期; キナーゼ/ホスファターゼ; ホスファターゼ
	画像データ
	

	Hela細胞溶解のウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

